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ホテルスタッフの的確な救命処置が命を繋ぐ 

～署長感謝状を贈呈します～ 
 

ホテル内のフィットネスクラブで心肺停止に陥った男性１名に対し、ホテ

ルスタッフが的確な救命処置を行ったことにより自己心拍が再開しました。

中消防署長から感謝状を贈呈します。 

 

感謝状対象事案について                               

 

  令和６年６月３日（月）１２時５０分頃、名古屋市中区にあるホテル内のフ

ィットネスクラブにおいて、トレーニング中の５０代男性（外国人宿泊客）

が倒れた際、付近にいたスタッフが迅速に連携して１１９番通報、ＡＥＤに

よる除細動、絶え間のない胸骨圧迫及び人工呼吸を行いました。 

こうした的確な救命処置により、救急隊が到着する前に傷病者の心拍が再開

したものです。 

 

感謝状贈呈について                           

 

１ 日時 

  令和６年６月２７日（木）１０時００分 

２ 場所 

  中消防署 署長室（中区栄一丁目２３番１３号） 

３ 出席者 

  池上 文香（いけがみ あやか）様 

竹川 日奈子（たけかわ かなこ）様   

中山 盛人（なかやま もりひと）様 
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